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２００９年２月１８日

オムロン株式会社
代表取締役社長

作田 久男
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＜注意事項＞
1. 当社の連結決算は米国会計基準を採用しています。
2. 業績見通し等は、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。
実際の業績等に影響と与えうる重要な要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、（ⅱ）
当社製品・サービスに対する需要動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達
環境の大幅な変動、（ⅴ）他社との提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。
なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。
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１．オムロンのプロフィール

3



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

事業内容
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創業 １９３３年５月１０日

７，６３０億円（２００７年度実績）

６５３億円（２００７年度実績）

従業員数

オムロングループ ３５，４８６人
オムロン株式会社 ５，４０２人
国内関連会社 ６，５２０人
海外関連会社 ２３，５６４人

（２００７年度末現在）

総資産 ６，１７４億円（２００７年度実績）

売上高

営業利益

格付 Ａ１（ムーディーズ）
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センシング
＆

コントロール

制御機器／ＦＡシステム（ＩＡＢ）
（インダストリアルオートメーションビジネス）

近接／光電／視覚センサ、ＰＬＣ、温度調節器、
セーフティ機器、各種検査装置など

電子部品（ＥＣＢ）
（エレクトロニクスコンポーネンツビジネス）
リレー、スイッチ、コネクタ、液晶バックライト、

アミューズメント機器用部品、
モバイル機器搭載部品、光通信部品など

車載電装部品（ＡＥＣ）
（オートモーティブエレクトロニックコンポーネンツビジネス）

キーレスエントリーシステム、パワーウィンドウスイッチ、
車載用リレー、レーザーレーダー、タイヤ空気圧監視システム、

電動パワーステアリングシステムなど

社会システム（ＳＳＢ）
（ソーシアルスシテムズビジネス）

自動改札機、自動券売機、
道路情報提供システム、

セキュリティマネジメントシステム、
顔認識システムなど

健康機器（ＨＣＢ）
（ヘルスケアビジネス）

電子血圧計、体組成計（体脂肪計）、
電子体温計、歩数計、ネブライザー、

動脈硬化検査装置、生体情報モニタなど

・変位・測長センシング
・温度コントロール
・マシンコントロール
・画像センシング

・人センシング
・車両センシング
・ＩＣカード技術

・流量センシング
・音センシング
・光コントロール

・生体情報センシング
・行動情報センシング

・車間距離センシング
・電波センシング

事業内容
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売上高構成
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43%

9%

3%

20%

14%

11%

その他

売上高売上高

７，６３０７，６３０
億円億円

（２００７年度実績）（２００７年度実績）

健康機器

社会システム

車載電装品

制御機器／ＦＡシステム

電子部品
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2008年度

通期見通し

さらなる景気後退をうけ、2008年10月30日公表の見通しを修正

2008年度、第3四半期・通期の業績サマリー

31.0%
33.5%
38.6%
89.4%

前年同期比

(税前利益率 3.0%)147億円税前利益
(営業利益率 3.3%)167億円営業利益

4,988億円売上高

91億円

実績

(四半期純利益率 1.8%)四半期純利益

(連結業績)

7

205億円
330億円
360億円

7,250億円

（10月30日公表見通し）

2.4%
3.1%

10.7%
83.2%
前期比

(当期純利益率 0.2%)10億円当期純利益
(税前利益率 0.3%)20億円税前利益
(営業利益率 1.1%)70億円営業利益

6,350億円売上高
通期(連結業績見通し)

景気後退、為替の影響により売上、営業利益ともに前年同期比大幅減

＜事業環境＞
・ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ問題を発端とする世界経済減速の影響で半導体・自動車業界などの設備投資抑制続く
・第3四半期では、2008年11月以降に顧客の生産調整の動きも鮮明化
・特に、IABでの欧州・中華圏における設備投資抑制、ECBでの家電・通信・半導体業界の需要減速、

AECでの世界的な自動車業界減速などをうけて、2008年11月からの売上が急激に落ち込んだ
・為替レート実績 ・・・ USD: 102.3円 （10月30日時点での第3四半期以降見通し USD:  95円）

EUR: 150.9円 （10月30日時点での第3四半期以降見通し EUR: 120円）

＜売上、利益のポイント＞
連結売上高 ： 第3四半期での急激な落ち込みにより前年同期比大幅減。IAB、ECB、AECでの落ち込みが大きい
営業利益 ： 売上減と為替影響により、各セグメントで前年同期比大幅減少 (詳細は差異分析 P.12参照)
税前利益 ： 営業利益減少、営業外費用の増加により大幅な減少

2008年度

第3四半期
累計実績

と
ポイント

第4四半期為替レート前提 ・・・ USD: 90円 EUR: 115円
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２．収益改善への取組み
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事業環境変化と取組み

9

●米国金融危機に端を発する世界同時不況と景気後退の鮮明化
●さらに円高の進行による急激な事業環境の変化
●関連市場では、製造業全般での設備投資の大幅抑制・凍結、電子部品・半導体・自動車

関連業界の悪化、個人消費の低迷など事業環境の悪化が顕在化

代表取締役社長の作田久男を本部長とする

「緊急対策・構造改革本部」を設置し、本社主導の

構造改革を、迅速かつ着実に実行する

さらなる事業環境の悪化により、緊急対策・構造改革の実行が必要

2008年度、現在までのコスト削減への取組み

●期初からの経費抑制（開発費、販管費などを計画比90%で運用）

●役員報酬の一部返上（１月～）

●超過勤務の抑制

2008年度の事業環境変化



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

957

1,090

562

48

1,153

557

138

951

510

2008年度の四半期P/L推移

10

1,699
1,847

1,442
1,362

501

売上高

売上原価

販管費

（SG&A,R&D)

営業利益

【単位：億円】

第1四半期

-20
-97

第2四半期

第3四半期 第4四半期

3Q～4Qにかけて
急激な売上高の

落ち込み

営業利益の
落込み
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緊急対策の固定費削減目標額

11

2008年度

4Q見通し

2009年度

2008年度4Qと同様の事業環境下で、2009年度の営業赤字回避を目標

約４００億円の固定費削減を実行する

通期 約400億円の赤字も想定

約400億円の固定費削減を実行し、赤字を回避

売上高

営業

利益

▲97

1,362
売上高

営業利益

▲約100

売上高

営業利益

売上高 売上高

▲約100 ▲約100 ▲約100

(1Q) (2Q) (3Q) (4Q)

【単位：億円】

営業利益

計400億円の
固定費削減

1.2008年度4Qと同様の事業環境
2.為替レート前提：2008年度4Qと同様
3.緊急の固定費削減策を実行しない

【前提】

営業利益
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緊急対策・構造改革の施策概要

12

(1)経費削減
広告宣伝費、研究開発費、間接経費など

(2)不採算事業・低採算事業の収束
ECB、AECの国内外４事業

(3)その他固定費削減
役員報酬・管理職給与の一部返上、
超過勤務時間のゼロ運用など

１．事業ドメイン改革
制御３事業(IAB、ECB、AEC)の再構築

・ＩＡＢ：事業のフロント・収益基盤の強化
・ＥＣＢ：ＥＭＣ（ｴﾚｸﾄﾛﾒｶﾆｶﾙ）事業の再強化
・ＡＥＣ：徹底した収益改善

２．運営構造改革
(1)生産拠点の統廃合

・国内外生産拠点の統廃合(5拠点)
・EMC事業の収益最大化に向けた拠点集約

(１８拠点から１０拠点程度に集約を検討)

(2)変動費構造改革
(3)ＩＴ構造改革
(4)本社機能改革

緊急対策
（2009年度、約400億円のコスト削減による利益の創出）

構造改革
（中期的な収益基盤の強化）

大型投資の凍結、通常投資削減

キャッシュフローの創出

利益の創出

緊急対策・構造改革の目標と取組み
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緊急対策・構造改革の実行スケジュール

13

GD2010第3ステージの

中期目標を撤回し、

リバイバルステージを設定

緊急対策期間
(14ヶ月間)

2008年4月
<2009年度>

第３ステージ第１ステージ

長期経営構想グランドデザイン２０１０(GD2010)

2011年3月
<2010年度>

リバイバルステージ
（構造改革期間）

緊急対策期間
（14ヶ月）

ポストＧＤ第２ステージ

2009年2月

<2008年度>

2010年3月



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

2007～2009年度、将来のP/Lイメージ

2009年度では固定費の削減により一時的な利益創出をねらう

さらに中期的な構造改革の実行により将来の営業利益増をはかる

14

【単位：億円】

653

売上高 7,630

営業利益

2007年度
実績

70

6,350

2008年度
見通し 2009年度

想定

将来の
外部環境好転時

7,630
(2007年度レベル)

固定費を
10%以上

削減

固
定
費

変
動
費

固
定
費

変
動
費

固
定
費

変
動
費

営業利益
赤字回避

中期的な構造改革
・変動費率改善
・固定費率改善

固
定
費

変
動
費

緊急対策
（固定費削減）

損益分岐点比率
70%程度
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センシング＆コントロール技術で

「安心をカタチに」

センシング＆コントロール技術で

「安心をカタチに」

＜お問い合わせ＞

ＩＲ企業情報室 経営ＩＲ部

電話 ： 03-3436-7170

Ｅ-ｍａｉｌ ： omron_ir@omron.co.jp

ＨＰアドレス ： www.omron.co.jp

オムロン株式会社
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（補足１）

2009年3月期 第3四半期決算詳細
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連結損益計算書

 

　全社P/L

実績 実績 ％

売上高 5,578 4,9884,9884,9884,988 89.4%

売上総利益 2,125 1,7951,7951,7951,795 84.5%

販管費 1,320 1,2621,2621,2621,262 95.6%

R&D費 373 366366366366 98.1%

営業利益 432 167167167167 38.6%

税引前四半期純利益 441 147147147147 33.5%

四半期純利益 292 91919191 31.0%

＜為替＞

USDレート (円) 117.2 102.3102.3102.3102.3 -14.9

EURレート (円) 162.9 150.9150.9150.9150.9 -12.0

2008/3期
1Q-3Q

前年同期比
2009/3期

1Q-3Q

FY08/Q3

※2008年3月期 ３Q実績の税引前四半期純利益は継続事業税引前純利益を適用

■売上高、営業利益とも前年同期を大きく下回る

（前年同期比 ・・・ 売上高：89%、営業利益：39%）

（億円）

A1-2



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

連結売上高明細(地域別、セグメント別)

国内／海外

実績 実績 ％

国内 2,600 2,4032,4032,4032,403 92.4%

　海外＊ 2,978 2,5852,5852,5852,585 86.8%

合計 5,578 4,9884,9884,9884,988 89.4%

＊直接貿易は海外に含む

セグメント別 実績 実績 前期比

ＩＡＢ 2,430 2,1852,1852,1852,185 90.0%

ＥＣＢ 1,178 1,0131,0131,0131,013 86.0%

ＡＥＣ 805 695695695695 86.2%

ＳＳＢ 524 498498498498 95.0%

ＨＣＢ 525 488488488488 92.9%

その他 116 109109109109 94.5%

合計 5,578 4,9884,9884,9884,988 89.4%

2008/3期
1Q-3Q

前年同期比
2009/3期

1Q-3Q

FY08/Q3

■世界的な景気低迷と為替影響により、国内外ともに前年同期比大幅減少

■特にIAB、ECB、AECでの減少が大きい
（億円）

A1-3
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連結営業利益(セグメント別）

セグメント別

実績 実績 ％

ＩＡＢ 377 256256256256 68.1%

ＥＣＢ 98 16161616 16.5%

ＡＥＣ 10 ▲ 31▲ 31▲ 31▲ 31 ー

ＳＳＢ 2 ▲ 9▲ 9▲ 9▲ 9 ー

ＨＣＢ 62 42424242 67.0%

その他 0 6666 ー

本社費他消去 ▲ 118 ▲ 114▲ 114▲ 114▲ 114 ー

合計 432 167167167167 38.6%

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

前年同期比

FY08/Q3

■売上減と為替影響により、各セグメントで前年同期比大幅減少

（億円）

A1-4
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連結営業利益差異分析（対前年同期比）

（億円）

売上総利益減少 ▲329億円

432

営業利益減少 ▲265億円

FY07 1Q-3Q実績 FY08 1Q-3Q実績

売上純減と

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾐｯｸｽ他

販管費、

研究開発費純減

売上総利益
為替影響

販管費・
R&D費

為替影響

（営業利益為替影響 ▲73億円）

売上総利益
M&A影響

販管費
M&A影響

製造固定費純増

+9

▲187

▲134

+4
▲10

+61 ▲6原材料
高騰

▲2

167167167167

FY08/Q3

■売上純減、為替影響により前年同期比大幅減少

A1-5
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実績 実績 %

国内 1,049 961961961961 91.6%

海外 1,381 1,2241,2241,2241,224 88.7%

282 249249249249 88.3%

676 597597597597 88.2%

117 141141141141 121.3%

260 229229229229 88.2%

46 8888 18.3%

合計 2,430 2,1852,1852,1852,185 90.0%

営業利益 377 256256256256 68.1%

営業利益率 15.5% 11.7%11.7%11.7%11.7% -3.8pt

地域別売上構成

前期比
IABIABIABIAB

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

直接貿易

北米

欧州

アジア

中華圏

貿易

0%中華圏

10%

アジア

6%

欧州

27% 北米
11%

国内

44%

IAB（インダストリアルオートメーションビジネス）

※09/3期より一部を直接貿易から移管

※

FY08/Q3

■売上高は前年同期比90%の2,185億円、営業利益率11.7%

■国内外ともに低調に推移

（億円）

A1-6
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ECB（エレクトロニクスコンポーネンツビジネス）FY08/Q3

■売上高は前年同期比86%の1,013億円、営業利益率1.6%

■売上の低迷、為替影響とプロダクトミックス悪化を受け営業利益は大幅に減少

（億円）

実績 実績 %

国内 475 451451451451 95.0%

海外 703 562562562562 80.0%

80 69696969 86.7%

90 75757575 82.7%

80 71717171 88.5%

362 315315315315 87.0%

91 32323232 35.4%

合計 1,178 1,0131,0131,0131,013 86.2%

営業利益 98 16161616 16.5%

営業利益率 8.3% 1.6%1.6%1.6%1.6% -6.7pt

地域別売上構成

直接貿易

北米

欧州

アジア

中華圏

前期比
ECBECBECBECB

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

貿易

3%

中華圏

31%

アジア

7%
欧州

7%
北米

7%

国内

45%

A1-7
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実績 実績 %

国内 205 207207207207 100.8%

海外 600 488488488488 81.3%

328 243243243243 74.0%

101 77777777 76.6%

138 106106106106 76.8%

21 38383838 176.9%

12 24242424 202.1%

合計 805 695695695695 86.3%

営業利益 10 ▲ 31▲ 31▲ 31▲ 31 -

営業利益率 1.2% ---- -

地域別売上構成

前期比
AECAECAECAEC

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

直接貿易

北米

欧州

アジア

中華圏

貿易

3%
中華圏

5%アジア

15%

欧州

11% 北米

35%

国内

30%

AEC（オートモーティブエレクトロニックコンポーネンツビジネス）

※本社実施の研究開発投資で、09/3期より移管した分を含む

※

FY08/Q3

■売上高は前年同期比86%の695億円、営業利益マイナス

■自動車業界の急激な落ち込みにより苦戦が続く

（億円）
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SSB（ソーシアルシステムズビジネス）FY08/Q3

■売上高は前年同期比95%の498億円、営業利益マイナス

■業界の投資抑制により売上が低調に推移し、営業利益が落ち込む

（億円）

実績 実績 %

国内 496 464464464464 93.6%

海外 28 34343434 119.1%

4 2222 50.8%

0 0000 -

0 0000 -

0 0000 -

24 31313131 131.7%

合計 524 498498498498 95.0%

営業利益 2 ▲ 9▲ 9▲ 9▲ 9 -

営業利益率 0.5% ---- -

地域別売上構成

直接貿易

北米

欧州

アジア

中華圏

前期比
SSBSSBSSBSSB

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

貿易

6%北米

1%

国内

93% A1-9
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実績 実績 %

国内 260 212212212212 81.5%

海外 265 276276276276 104.1%

91 90909090 99.5%

112 114114114114 102.0%

16 17171717 104.7%

42 52525252 124.1%

4 3333 58.6%

合計 525 488488488488 92.9%

営業利益 62 42424242 67.0%

営業利益率 11.9% 8.6%8.6%8.6%8.6% -3.3pt

地域別売上構成

直接貿易

北米

欧州

アジア

中華圏

前期比
HCBHCBHCBHCB

08/3期
1Q-3Q

09/3期
1Q-3Q

貿易

1%
中華圏

11%アジア

3%

欧州

23%

北米

19%

国内

43%

HCB（ヘルスケアビジネス）FY08/Q3

■売上高は前年同期比93%の488億円、営業利益率8.6%

■海外の売上は堅調に推移するも、国内売上の低迷が続き営業利益減少

（億円）
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通期業績予想の前提

外部
環境

2009年も経営環境悪化が続き一層の深刻化を想定

世界規模の急激な景気減速により、一段と厳しい事業環境が
予想される
・製造業の設備投資抑制
・半導体・電子部品業界の低迷、自動車業界の減産
・個人消費の低迷

見通し
前提

・為替はドル・ユーロ共に円高が続く
・原材料（銀・銅）価格は落着きが続く

第4四半期の為替レート前提

ＵＳＤ： 90円 ＥＵＲ： 115円

第4四半期の原材料価格前提(kgあたりの購入額)

銀： 30,000円 銅： 400円

緊急対策の実施による経費削減
・経費の抑制
・超過勤務の抑制
・役員報酬・管理職給与一部返上等の人件費削減

(役員1月～、管理職2月～)

為替

原材料
価格

社内
対策

85

90

95

100

105

110

115

0
8
/3

0
8
/0
4

0
8
/0
5

0
8
/0
6

0
8
/0
7

0
8
/0
8

0
8
/0
9

0
8
/1
0

0
8
/1
1

鉱工業生産指数
(季節調整済指数）

＊経済産業省出典

FY08

0
8
/0
3
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セグメント別業界・エリアの見通しFY08

IAB
国内： 主要取引先の設備投資凍結・延期をうけ、さらなる悪化の見通し
海外： 各エリアで設備投資抑制・延期を想定。中華圏のGDP急落など、さらなる悪化の見通し

エリア

自動車、電子部品、FPD半導体、工作機械など関連業界の低迷、設備投資費抑制が継続業界

ECB
国内： 産業機器業界の設備投資凍結・延期、個人消費の低迷などで、さらなる悪化の見通し
海外： 欧米客先の需要低迷、中国での白物家電メーカーの成長急減速など、事業環境悪化の見通し

エリア

主要な市場である通信・家電・半導体・携帯電話など、いずれも低迷を予測業界

AEC
国内： 自動車需要の冷え込みは、各メーカーの生産調整により、さらに深刻化する見通し
海外： 北米市場はさらなる悪化を予想。新興国でも成長鈍化を見込む

エリア

世界規模での自動車市場低迷の局面となり、各メーカーとも生産規模縮小業界

HCB
国内： 健康機器、医療機器ともに景気低迷の影響を受け環境悪化を予測
海外： 新興国の一部は好調を持続するも、全般的に個人消費の悪化を予測

エリア

健康機器業界では、世界規模での景気減速による個人消費の減速・低迷を懸念業界

SSB 鉄道業界等でも投資抑制の動きがあり、関連業界の悪化を予測業界

A1-12
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FY08

実績 見通し ％ 前回見通し ％ 期初計画 ％

売上高 7,630 6,3506,3506,3506,350 83.2% 7,250 87.6% 7800 81.4%

売上総利益 2,933 2,2002,2002,2002,200 75.0% 2,625 83.8% 3005 73.2%

販管費 1,766 1,6401,6401,6401,640 92.9% 1,735 94.5% 1835 89.4%

R&D費 515 490490490490 95.1% 530 92.5% 570 86.0%

営業利益 653 70707070 10.7% 360 19.4% 600 11.7%

税前利益 642 20202020 3.1% 330 6.1% 590 3.4%

当期純利益 424 10101010 2.4% 205 4.9% 365 2.7%

ＥＰＳ（円） 185.89 4.534.534.534.53 2.4% 92.87 4.9% 164.65 2.8%

09/3期

通期

期初

計画比

08/3期

通期

09/3期

通期

前回

見通し比
前年比

09/3期

通期

通期業績見通し

＊期初計画は2008年4月28日公表、前回見通しは2008年10月30日公表

（億円）
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FY08

国内／海外

実績 見通し ％ ％ ％

国内 3,659 3,2003,2003,2003,200 87.5% 3,553 90.1% 3,850 83.1%

　海外＊ 3,971 3,1503,1503,1503,150 79.3% 3,697 85.2% 3,950 79.7%

合計 7,630 6,3506,3506,3506,350 83.2% 7,250 87.6% 7,800 81.4%

＊直接貿易は海外に含む

セグメント別 実績 見通し 前期比 前回見通し
前回

見通し比
期初計画

期初
計画比

ＩＡＢ 3,288 2,6802,6802,6802,680 81.5% 3,080 87.0% 3,375 79.4%

ＥＣＢ 1,542 1,2451,2451,2451,245 80.7% 1,440 86.5% 1,545 80.6%

ＡＥＣ 1,075 845845845845 78.6% 990 85.4% 1,085 77.9%

ＳＳＢ 852 803803803803 94.2% 900 89.2% 900 89.3%

ＨＣＢ 716 630630630630 88.0% 690 91.3% 740 85.1%

その他 157 147147147147 94.0% 150 98.0% 155 94.5%

合計 7,630 6,3506,3506,3506,350 83.2% 7,250 87.6% 7,800 81.4%

期初
計画比

前回見通し
前回

見通し比
2008/3期

通期
前年同期比

2009/3期
通期

期初計画

連結売上高見通し（地域別、セグメント別）

（億円）

＊期初計画は2008年4月28日公表、前回見通しは2008年10月30日公表
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FY08

セグメント別

実績 見通し ％ ％ ％

ＩＡＢ 519 206206206206 39.7% 385 53.5% 500 41.2%

ＥＣＢ 126 ▲ 7▲ 7▲ 7▲ 7 - 55 - 115 -

ＡＥＣ 14 ▲ 62▲ 62▲ 62▲ 62 - ▲ 40 - 5 -

ＳＳＢ 70 48484848 68.2% 80 60.0% 80 60.0%

ＨＣＢ 94 44444444 46.8% 65 67.7% 95 46.3%

その他 1 2222 - 0 - 0 -

本社費他消去 ▲ 171 ▲ 161▲ 161▲ 161▲ 161 - ▲ 185 - ▲ 195 -

合計 653 70707070 55.2% 360 19.4% 600 11.7%

期初
計画比

前回見通し
前回

見通し比
08/3期

通期
09/3期

通期
前年同期比 期初計画

連結営業利益計画(セグメント別）

（億円）

＊期初計画は2008年4月28日公表、前回見通しは2008年10月30日公表

A1-15



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

設備投資、減価償却費、研究開発費の見通しFY08/Q3

実績 見通し ％ ％ ％

設備投資 371
400億円

程度
約108%

450億円
程度

約90% 560 約70%

減価償却費 363
400億円

程度
約110%

400億円
程度

約100% 400 約100%

研究開発費 515 490 95.1% 530 92.5% 570 86.0%

期初
計画比

前回見通し
前回

見通し比
2008/3期 前年同期比2009/3期 期初計画

（億円）

※2008年3月期の設備投資額はCF計算書の資本的支出額と異なる

■投資抑制により、設備投資・研究開発費は前回見通し比減少の見込み
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（補足２）

環境ビジネスへの取組みについて
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環境ニーズへの価値提供環境ビジネス

A2-2

企業活動全域にわたる
正確／リアルタイムなＣＯ２排出量の把握

＆
ＣＯ２削減ソリューション

省エネ法 温対法
ｶｰﾎﾞﾝﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ

制度
排出量売買

ＣＯ２の正確な見える化と効果的な削減策の提供でＲＯＣの最大化を提供する

社会の要請

ＲＯＣの最大化

経営トップの意思決定をサポート

最適な
ポートフォリオ

構築

・設備改善
・運用改善
・排出量購入

※Return on carbon
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環境ニーズへのオムロン対応商品環境ビジネス

A2-3

環境ソリューション事業

（事業開発本部）

電力監視モニタリング、CO2排出見える化・改善

環境コンポーネント事業

（ＩＡＢ）

ソーラーパワコン、環境センサ

環境デバイス事業

（ＥＣＢ）

DCパワーリレー、キャパシタ
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（補足３）

スマート・センシング・モジュールについて

A3-1



(C) Copyright OMRON Corporation 2009. All Rights Reserved

制御系から管理系のセンシング＆コントロールへSSM

A3-2

●産業の環境・エネルギー制御

●社会の安全・安心向上

●生活における健康管理

センシング
＆

コントロール

●ファクトリー・オートメーション

●社会インフラの自動化

災害の
危険レベル検出

社会ニーズの

変化

利用者データ

機器データ

装置からの装置からの データデータ

空調設備空調設備

照明設備照明設備

ネットヘルスケア

制御系
センシング

＆
コントロール

管理系
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スマート・センシング・モジュールSSM

A3-3

コントロール技術コントロール技術
特徴抽出、推論学習、
知識情報制御

センシング技術センシング技術
MEMS/NEMS
機能性ナノ薄膜

エネルギー技術エネルギー技術
小型環境発電
大容量蓄電

無線通信技術無線通信技術
ユビキタスネットワーク
Zigbee   RFID 

集積集積化技術化技術
Si貫通配線(MEMS/MOS)
ウェハレベルパッケージ
MEMS/MOS縦集積

アンテナ

ＲＦＩＣ

知識ＩＣ

積層メモリ
ＡＳＩＣ

発電デバイス

キャパシタ

高精度センサ

信号処理IC

スマート・センシング・モジュールを核に管理系センシング＆コントロールを実現

環境振動発電デバイス

振動エネルギーを電力に
変換するエコ技術

(2008年11月11日公表)


